
 

 

 

 

上手にスマホを使う子どもに感心・関心！ 幸せに生きる力を育む 

携帯・スマホなどとても便利です。簡単に情報が手に入ります。誰とでもすぐに連絡が

取れます、誰とでもつながり会話･連絡ができます。仲間とゲームもできます。財布・証明

書・カメラ・辞典・辞書としても使えます。もう手放せなくなります。 

ただ、大人はその便利さのかげの部分を気にしておくことが必要なのかとも思います。 

新しいメディアの本当のこわさは新しい「あたりまえ」が作られることです。 

道に迷った時、行き先がわからないとき、スマホを使うと道案内をしてくれます。 

（行き先がわからないときはこのアプリを使うという「あたりまえ」） 

 

私たち大人が多様なアプリを簡単に操作する子どもをみて、すごいなと 

感心するか、たくさんいる近くの人に聞こうともしない子どもの様子を 

心配するか、私たちの考えが子どもたちの生き方を変えていきます。 

簡単に情報が得られる通信端末は非常に便利で快適です。しかし、ひょっと

すると便利さ快適さと引き換えに子どもたちは本来自分がやるべきこと、経験

し獲得すべきことを、学ばないまま成長する可能性もあります。 

 

私たち大人は実体験から基本的な社会性を学んできました。大人はスマホなどの端末を

高齢者の支援ツールやよりよいコミュニケーションツールとしたり、病院や交通機関の予

約、簡単な健康診断をしたりと、更なる可能性を求めて使うことができます。 

でも子どもの場合は違います。さまざまなことに挑戦し経験値を増やしていくことを阻

害していく危険があります。生きる力や社会性を育むときに欠かせない実体験や失敗経験、

自分で困ったことを解決する力を自分自身で育むことがたいへん難しい世の中なのかもしれま

せん。 

 

いつの時代もできることは子どもの成長を支える大人の知恵と選択と覚悟です。現状を

嘆くだけでなく、トラブル回避でなく、子どもたちに、どう生きる力、より幸せに生きる

力を育み育てていけるのか、みなさんと一緒に考えていきたいです。※別紙生徒指導便り 

 

新しいあたりまえができるとき「より上手につかう」知恵を大切にしたいと思います。

スマホがつかえない私の負け惜しみのようになってしまいました。 

暑さも本番を迎え体調を崩しやすくなります。ぜひ皆様ご自愛くださいませ。 

                           校 長  藤 永 靖 彦 
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先週小学校の力不足を感じる出来事が中学校で起こっています。何か少しずつでもでき
ることはないか。現在、学校まわりの安全管理について再確認をすると共に、学用品等、
ものの管理についても改めて確認をしているところです。 

また日々の生活の中でさまざまなストレスをかかえている（かかえていく）子どもたち
に向けて、７月８日（月）にスクールカウンセラーの奥川先生に 

「こまったとき どうしよう」の授業をしてもらいました。 

 

「みんなは、こまったとき（ピンチ）どうしてる？」「ストレスの解消法は？」 

 子どもたちの解消法は、運動であったり、友だちと遊んだり、 

好きなものを食べたり、ゲームやマンガを読んだりとさまざまです。 

まわりの友だちの解消法を聴くことも『へぇ～そうなんだ･･･』と、よい学びになります。 

「趣味とか好きなことって何？」ここでも○○集めや音楽を聴くこと、スポーツなどさま
ざまです。「どれもその人の宝物だね」「元気になるね」とニコニコ顔でお話しされました。 
 

後半は、友だちから相談されたとき、A B の応え方を２人組で実際にやってみました。 

（夏休みもあと数日）「まだ宿題をぜんぜんやってないんだ。どうしよう」 
A 「なにをしてたの」「きちんと計画的にやらないとだめだよ」 
B 「大丈夫」「ちょっとずつやれるものをやったらいいと思うよ」 

 実際にやってみる、そう言われてみるとわかっていても･･･ 

  A は「何かイライラした」、B は「ちょっとうれしい｣｢やろうと思った｣とのこと。 

 子どもたちと一緒に今日の授業をふり返ります。 

「自分の意見をつきつけてもよくない」「相手をせめても仕方ない」｢相手の気持ちを想像
するといい｣などがわかったとのこと。最後に奥川カウンセラーが 

 「困ること･悩むこと・ピンチはだれにもある」 

 「直接解決できないときは『自分を元気にする』『誰かに相談する』といいんだよ」 

 「友だちから相談されたら まず、しっかり聴いてあげよう」と話してくださいました。 
 

 子どもたちが困ったとき、悩んだとき 乗越える力とエネルギーをつけていきたいです。 
 

保護者の皆様へのお願い 

○お子さんの様子や持ち物の遺失･衣類の汚れなど気になることがございましたらいつで

も学校にご連絡をお願いいたします。 

○学校でも持ち物の管理や使い方の指導をしています。不用なものは学校へもってこない

ことなど、可能な範囲で見守りをお願いいたします。 

○週一アンケート(困ったこと･うれしいこと･がんばっている友だち他)を毎週水曜日に実

施して、いやだったことの記述や気になるときは聞き取りや見守りをしています。ご家

庭でも話題にしていただけるとありがたいです。 

 

お気軽にどうぞ！   ～「ご相談・おたずね・心配事」～ 

「最近子どもの様子が･･･」「ちょっと気になることが等々」 

  ７月１７日（水）１８日（木）は各学級で個人懇談を実施いたします。 

この両日については、生徒指導・教育相談担当や管理職もお待ちして 

おります。お子さんの様子や気になることなど、ご相談事やおたずね 

などがありましたら、遠慮なく職員室にお申し出くださいませ。 


